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安倍川治水対策検討委員会

平成18年9月28日
静岡河川事務所
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１．これまでの委員会の経緯（１）
• 安倍川治水対策検討委員会の設立目的
戦後の急激な経済成長により、安倍川では大量の骨材用砂利採取が行わ
れてきた結果、全川的な河床低下が生じ河川管理施設等に被害が生じる
様になり、昭和４２年度をもって直轄区間の砂利採取は禁止された。

砂利採取により汀線後退が著しく進行していた静岡海岸は、４３年以降の
砂利採取禁止により汀線も回復傾向となった。

一方、安倍川は河床上昇の進行とともに高水敷への冠水が増加し、出水
時の洪水流が本堤を直撃するなどの治水上の安全度の低下が懸念される
こととなった。

安倍川治水対策検討委員会は、治水対策のための河床掘削と海岸への
土砂供給をバランス良く実施するための基本的方向を助言するために設立
された。
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１．これまでの委員会の経緯（２）
• 平成15年11月12日（第2回）委員会の結論
安倍川の河床上昇による河積の減少及び偏流に対し、洪水時の被害減少を図るため、
当面の対策として安倍川河口付近より17k付近までの河床掘削を、モニタリングを行い
状況を把握しつつ実施する。

１．安倍川の治水対策

（１）当面２年程度は、河床変動状況を勘案して河口付近より藁科川合流地点付近まで（約
30万m3）及び14k付近の流下能力不足区間の掘削を先行実施し、モニタリングの結果
を踏まえて上流への展開をはかること。

（２）掘削方法

・偏流による堤防の損傷を防ぐため、効率性の観点から極力現状のみお筋を利用して、
河道の中央付近を掘削すること。

・流下能力の妨げとなる砂州を極力撤去すること。

・掘削断面は、河道中央付近を幅約50m、計画河床高に対して0.5m程度の余裕を取っ
て実施することを標準とする。

・海岸への影響を鑑み、約3.5kより下流については現況の河床勾配にあわせて掘削を
行うこととし、河口付近については現行の形状に配慮して掘削を行うこと。

（３）掘削にあたっては、専門家の指導を仰ぐなど環境に留意して実施すること。

（４）掘削にあたっては効率的な事業執行をはかること。
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１．これまでの委員会の経緯（３）

２．掘削土の利用について

（１）掘削土の優先順位は、

①治水対策

②養浜

③骨材資源

に活用することとし、別途関係者が調整を図ること。

３．モニタリングについて

（１）掘削による安倍川、静岡清水海岸の影響、養浜による海岸の効果を確認するためモ
ニタリングを継続して実施すること。

（２）モニタリングは、関係者が密接な連携の元に実施すること。

４．その他

（１）今後は、流域全体を視野に入れた総合的な土砂管理手法についても検討を行ってい
くこと。
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これまでは

＋
これからは

関係者が協力
して実施！

面的な土砂動態の把握
↓

バギー、マリンジェットを用いた深浅測量
レーザープロファイラ技術の活用

河川、海岸のきめ細かな状況監視

河川→縦横断測量
海岸→深浅測量、汀線測量を実施

→

モニタリング計画について
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RTK基準局

Insurve測深

ﾊﾞｷﾞｰ地形測量ﾊﾞｷﾞｰ地形測量

GPS衛星

RTK補正
情報

GPSブイ、深度計
10m

DGPS補正情報

調査概念図（砂州地形測量）
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今回は、前回出された結論によりこれまで

に実施してきた河道掘削及び海岸の養浜

についてモニタリング結果よりその効果を

確認し、今後の河道掘削の基本的な方向

について検討してもらう。

２．委員会を今回開催する理由

2.1 本委員会での議題
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2.2 掘削箇所・掘削量の報告

凡 例

：平成16年度
：平成17年度掘削位置図

・河道中央付近を幅約50m、計画河床高に対して0.5m程度の余裕を取って掘削を実施
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汀線の変化
海浜土量の変化

河口テラスの形状変化
土砂量の変化

みお筋(偏流、河積)の変化
土砂量（土砂移動量）の変化
局所的な洗掘・堆積の把握

目 的

3月、9月深浅測量▲海浜地形の変化

実施時期方 法項 目

出水前後深浅測量●河口部地形変化

出水前後航空レー
ザー測量■河道地形の変化

2.3 モニタリングの実施
モニタリングの目的

河道地形、河口部地形、海浜地形の面的な変動の把握
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３．河道掘削(H16～H17)の効果・影響
の評価事項

①河道地形（みお筋）の変動

②河口テラス地形の変動

③土砂収支

④局所的な河床変化

⑤海岸への影響

評価事項
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①河道地形（みお筋）の変動
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2.25k～2.75k

掘削前

網状砂州の形成

平成16年10月16～17日
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平成17年1月20日

砂利採取
約8.5万m3

2.25k～2.75k
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・掘削箇所へ澪筋
が誘導
・掘削形状そのも
のの維持は困難

2.25k～2.75k平成17年8月17日
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掘削形状はさらに不
明瞭になるが、掘削
河床付近にみお筋が
形成

2.25k～2.75k平成17年9月17日
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前回掘削付近
に澪筋

新たに掘削

2.25k～2.75k平成18年4月1日



19

横断形状の変化

掘削

掘削

・掘削箇所付近は攪乱が活発

2.25k～2.75k

・掘削箇所以外は比較的安定

掘削：H17.1
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13.00k～13.75k

掘削前

網状砂州の形成

平成16年11月2～3日
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砂利採取
約5.4万m3

(H16.12～H17.3)

13.00k～13.75k平成17年1月20日
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掘削H17.5
約1.0万m3

掘削箇所埋没

掘削箇所を通る
澪筋の形成

13.00k～13.75k平成17年8月17日
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掘削箇所を
通る澪筋

13.00k～13.75k平成17年9月17日
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掘削箇所を
通る澪筋

13.00k～13.75k平成18年4月1日
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横断形状の変化

縦断形状の変化

13.00k～13.75k

掘削

掘削掘削
掘削

掘削後概ね安定

第
2東
名
橋
梁

掘削後埋め戻される傾向

掘削：H16.12～H17.3

13.25k 13.5k 13.75k 掘削：H16.12～H17.3
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0.00k～1.00k平成17年11月2～3日平成16年11月2～3日
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0.00k～1.00k平成17年1月20日平成17年1月20日

砂利採取
約5.0万m3

(H17.1～H17.3)
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0.00k～1.00k平成17年8月17日平成17年8月17日

掘削箇所を
通る澪筋
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0.00k～1.00k平成17年9月1日平成17年9月17日

掘削箇所を
通る澪筋
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0.00k～1.00k平成18年4月1日平成18年4月1日

掘削箇所を
通る澪筋
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①河道地形（みお筋）の変動の特徴

みお筋が河道中央付近の掘削箇所へ

誘導される様相を呈している。

洪水時には、みお筋の変動が生じるため、
掘削形状そのものを維持することは困難であ
るが、掘削部に流れを誘導したり、偏流に対す
る効果があった。
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②河口テラス地形の変動
(1) 変動過程（平面図）

平成16年4月 (T.P.m)平成16年8月 (T.P.m)

出水

平成16年9月 (T.P.m)

波浪

平成16年10月 (T.P.m)

出水

平成16年11月 (T.P.m)

波浪

平成16年12月 (T.P.m)

出水

波浪

平成17年1月 (T.P.m)平成17年2月 (T.P.m)平成17年7月 (T.P.m)

出水

波浪

平成17年9月 (T.P.m)

出水

波浪

平成17年12月 (T.P.m)

波浪

平成18年3月 (T.P.m)

波浪
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②河口テラス地形の変動
(2) 変動過程（鳥瞰図）

平成16年4月 (T.P.m)2004年8月

出水

平成16年8月

(T.P.m)

波浪

平成16年9月 (T.P.m)

出水

平成16年10月 (T.P.m)

波浪

平成16年11月

(T.P.m)

出水

波浪

平成16年12月 (T.P.m)平成17年1月 (T.P.m)平成17年2月 (T.P.m)

波浪

出水

平成17年7月 (T.P.m)

波浪

出水

平成17年9月 (T.P.m)

波浪

波浪

平成17年12月 (T.P.m)

波浪

平成18年3月 (T.P.m)
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(3) 変動過程
（出水と波浪の関係）

平成16年4月 (T.P.m)
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(3) 変動過程
（出水と波浪の関係）

2004年8月

出水

テラスの前進

平成16年8月

(T.P.m)
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(3) 変動過程
（出水と波浪の関係）

波浪

左岸側へテラス
が押し込まれる

平成16年9月 (T.P.m)
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(3) 変動過程
（出水と波浪の関係）

出水

テラスの前進

平成16年10月 (T.P.m)

H16.1 H16.4 H16.5 H16.6 H16.7 H16.8 H16.9 H16.10H16.11H16.12 H17.1 H17.2 H17.3 H17.4 H17.5 H17.6 H17.7 H17.8 H17.9 H17.10H17.11H17.12 H18.1 H18.2 H18.3 H18.4

(1,149m 3 /s)(1,426m 3 /s)

(2,096m 3 /s)
(1,550m 3 /s)(1,811m

3 /s)
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位
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)
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久能沖波浪観測所
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(3) 変動過程
（出水と波浪の関係）

波浪

左岸側へテラス
が押し込まれる

平成16年11月

(T.P.m)

H16.1 H16.4 H16.5 H16.6 H16.7 H16.8 H16.9 H16.10H16.11H16.12 H17.1 H17.2 H17.3 H17.4 H17.5 H17.6 H17.7 H17.8 H17.9 H17.10H17.11H17.12 H18.1 H18.2 H18.3 H18.4

(1,149m 3 /s)(1,426m 3 /s)

(2,096m 3 /s)
(1,550m 3 /s)(1,811m

3 /s)
(1,047m 3 /s)

H16.3H16.2

警戒水位(手越)　T.P.18.04m

指定水位(手越)　T.P.17.14m

15.0

16.0

17.0

18.0

19.0

20.0

水
位
(T
.P
.m
)

手越

H16.1 H16.2 H16.3 H16.4 H16.5 H16.6 H16.7 H16.8 H16.9 H16.10H16.11H16.12 H17.1 H17.2 H17.3 H17.4 H17.5 H17.6 H17.7 H17.8 H17.9 H17.10H17.11H17.12 H18.1 H18.2 H18.3 H18.4

0.0
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波高

水位

久能沖波浪観測所
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(3) 変動過程
（出水と波浪の関係）

出水

波浪

平成16年12月 (T.P.m)

H16.1 H16.4 H16.5 H16.6 H16.7 H16.8 H16.9 H16.10H16.11H16.12 H17.1 H17.2 H17.3 H17.4 H17.5 H17.6 H17.7 H17.8 H17.9 H17.10H17.11H17.12 H18.1 H18.2 H18.3 H18.4

(1,149m 3 /s)(1,426m 3 /s)

(2,096m 3 /s)
(1,550m 3 /s)(1,811m

3 /s)
(1,047m 3 /s)

H16.3H16.2

警戒水位(手越)　T.P.18.04m

指定水位(手越)　T.P.17.14m

15.0

16.0

17.0

18.0

19.0
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水
位
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)
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波高

水位

久能沖波浪観測所
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(3) 変動過程
（出水と波浪の関係）

平成17年1月 (T.P.m)

H16.1 H16.4 H16.5 H16.6 H16.7 H16.8 H16.9 H16.10H16.11H16.12 H17.1 H17.2 H17.3 H17.4 H17.5 H17.6 H17.7 H17.8 H17.9 H17.10H17.11H17.12 H18.1 H18.2 H18.3 H18.4

(1,149m 3 /s)(1,426m 3 /s)

(2,096m 3 /s)
(1,550m 3 /s)(1,811m

3 /s)
(1,047m 3 /s)

H16.3H16.2

警戒水位(手越)　T.P.18.04m

指定水位(手越)　T.P.17.14m

15.0

16.0

17.0

18.0

19.0

20.0

水
位
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.m
)
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6.0

8.0

10.0

波
高
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)

有義波高波　高

水　位

波高

水位

久能沖波浪観測所
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(3) 変動過程
（出水と波浪の関係）

平成17年2月 (T.P.m)

H16.1 H16.4 H16.5 H16.6 H16.7 H16.8 H16.9 H16.10H16.11H16.12 H17.1 H17.2 H17.3 H17.4 H17.5 H17.6 H17.7 H17.8 H17.9 H17.10H17.11H17.12 H18.1 H18.2 H18.3 H18.4

(1,149m 3 /s)(1,426m 3 /s)

(2,096m 3 /s)
(1,550m 3 /s)(1,811m

3 /s)
(1,047m 3 /s)

H16.3H16.2

警戒水位(手越)　T.P.18.04m

指定水位(手越)　T.P.17.14m

15.0

16.0

17.0

18.0

19.0

20.0

水
位
(T
.P
.m
)

手越
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10.0

波
高
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)

有義波高波　高

水　位

波高

水位

久能沖波浪観測所
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(3) 変動過程
（出水と波浪の関係）

波浪

出水

テラスの前進

平成17年7月 (T.P.m)

H16.1 H16.4 H16.5 H16.6 H16.7 H16.8 H16.9 H16.10H16.11H16.12 H17.1 H17.2 H17.3 H17.4 H17.5 H17.6 H17.7 H17.8 H17.9 H17.10H17.11H17.12 H18.1 H18.2 H18.3 H18.4

(1,149m 3 /s)(1,426m 3 /s)

(2,096m 3 /s)
(1,550m 3 /s)(1,811m

3 /s)
(1,047m 3 /s)

H16.3H16.2

警戒水位(手越)　T.P.18.04m

指定水位(手越)　T.P.17.14m

15.0

16.0

17.0

18.0

19.0

20.0

水
位
(T
.P
.m
)

手越

H16.1 H16.2 H16.3 H16.4 H16.5 H16.6 H16.7 H16.8 H16.9 H16.10H16.11H16.12 H17.1 H17.2 H17.3 H17.4 H17.5 H17.6 H17.7 H17.8 H17.9 H17.10H17.11H17.12 H18.1 H18.2 H18.3 H18.4
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6.0

8.0

10.0
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高
(m
)

有義波高波　高

水　位

波高

水位

久能沖波浪観測所
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(3) 変動過程
（出水と波浪の関係）

波浪

出水

左岸側へテラス
が押し込まれる

平成17年9月 (T.P.m)

H16.1 H16.4 H16.5 H16.6 H16.7 H16.8 H16.9 H16.10H16.11H16.12 H17.1 H17.2 H17.3 H17.4 H17.5 H17.6 H17.7 H17.8 H17.9 H17.10H17.11H17.12 H18.1 H18.2 H18.3 H18.4

(1,149m 3 /s)(1,426m 3 /s)

(2,096m 3 /s)
(1,550m 3 /s)(1,811m

3 /s)
(1,047m 3 /s)

H16.3H16.2

警戒水位(手越)　T.P.18.04m

指定水位(手越)　T.P.17.14m
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位
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)

有義波高波　高

水　位

波高

水位

久能沖波浪観測所
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(3) 変動過程
（出水と波浪の関係）

波浪

波浪

左岸側へテラス
が押し込まれる

平成17年12月 (T.P.m)

H16.1 H16.4 H16.5 H16.6 H16.7 H16.8 H16.9 H16.10H16.11H16.12 H17.1 H17.2 H17.3 H17.4 H17.5 H17.6 H17.7 H17.8 H17.9 H17.10H17.11H17.12 H18.1 H18.2 H18.3 H18.4

(1,149m 3 /s)(1,426m 3 /s)

(2,096m 3 /s)
(1,550m 3 /s)(1,811m

3 /s)
(1,047m 3 /s)

H16.3H16.2

警戒水位(手越)　T.P.18.04m

指定水位(手越)　T.P.17.14m
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波高

水位

久能沖波浪観測所
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(3) 変動過程
（出水と波浪の関係）

波浪

左岸側へテラス
が押し込まれる

平成18年3月 (T.P.m)

H16.1 H16.4 H16.5 H16.6 H16.7 H16.8 H16.9 H16.10H16.11H16.12 H17.1 H17.2 H17.3 H17.4 H17.5 H17.6 H17.7 H17.8 H17.9 H17.10H17.11H17.12 H18.1 H18.2 H18.3 H18.4

(1,149m 3 /s)(1,426m 3 /s)

(2,096m 3 /s)
(1,550m 3 /s)(1,811m

3 /s)
(1,047m 3 /s)

H16.3H16.2

警戒水位(手越)　T.P.18.04m

指定水位(手越)　T.P.17.14m
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久能沖波浪観測所
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河口テラス地形の変動は、

出水時の土砂流出によるテラス前進と

高波浪による沿岸方向への変形

の繰り返しである。

② 河口テラス地形の変動の特徴

【テラスの前進】 【沿岸方向への変形】

出水

テラスの前進

(T.P.m)平成16年10月

波浪

左岸側へテラスが
押し込まれる

平成18年3月 (T.P.m)
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土砂収支を低水路平均河床高に換算すると
±±16cm16cm以下以下の変動

③土砂収支
(1)河床変動高の経年変化

H16.1 H16.4 H16.5 H16.6 H16.7 H16.8 H16.9 H16.10 H16.11 H16.12 H17.1 H17.2 H17.3 H17.4 H17.5 H17.6 H17.7 H17.8 H17.9 H17.10 H17.11 H17.12 H18.1 H18.2 H18.3 H18.4

(1,149m 3 /s)(1,426m 3 /s)

(2,096m 3 /s)
(1,550m 3 /s) (1,811m

3 /s)
(1,047m 3 /s)

H16.3H16.2

警戒水位(手越)　T.P.18.04m

指定水位(手越)　T.P.17.14m
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16.0

17.0

18.0

19.0

20.0

水
位
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.P
.m
)

手越
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.5万
m
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3
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砂
収
支
(河
道
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万
m
3 )

17k-22k

12k-17k

6k-12k

河口-6k

累計

土砂収支

※LP測量データより推定
※H16.8.13測量を基準

-16cm

13cm
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H16.1 H16.2 H16.3 H16.4 H16.5 H16.6 H16.7 H16.8 H16.9 H16.10 H16.11 H16.12 H17.1 H17.2 H17.3 H17.4 H17.5 H17.6 H17.7 H17.8 H17.9 H17.10 H17.11 H17.12 H18.1 H18.2 H18.3 H18.4

変
動
高
(m
3 /
m
2
)

17k-22k

12k-17k

6k-12k

河口-6k

河床変動高

※LP測量データより推定
※H16.8.13測量を基準
※H16.9からの累計変動高

水　位
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【砂利採取　約22.7万m3】 【砂利採取　約16.9万m3】

H16.1 H16.4 H16.5 H16.6 H16.7 H16.8 H16.9 H16.10H16.11H16.12 H17.1 H17.2 H17.3 H17.4 H17.5 H17.6 H17.7 H17.8 H17.9 H17.10H17.11H17.12 H18.1 H18.2 H18.3 H18.4

(1,149m 3 /s)(1,426m 3 /s)

(2,096m 3 /s)
(1,550m 3 /s)(1,811m

3 /s)
(1,047m 3 /s)

H16.3H16.2

警戒水位(手越)　T.P.18.04m

指定水位(手越)　T.P.17.14m

15.0

16.0

17.0

18.0

19.0

20.0

水
位
(T
.P
.m
)

手越

H16.1 H16.2 H16.3 H16.4 H16.5 H16.6 H16.7 H16.8 H16.9 H16.10H16.11H16.12 H17.1 H17.2 H17.3 H17.4 H17.5 H17.6 H17.7 H17.8 H17.9 H17.10H17.11H17.12 H18.1 H18.2 H18.3 H18.4
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)
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土
砂
収
支
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万
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3
)
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12k-17k
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河口-6k

累計
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※LP測量データより推定
※H16.8.13測量を基準
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支
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3
)

0m上
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累計

土砂収支(河口テラス)

※深浅測量成果より
※H16.8.14測量を基準

水　位

波高

水位

土砂収支(河道)

土砂収支(河口テラス)

(2) 土砂収支の経年変化

久能沖波浪観測所
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【砂利採取　約22.7万m3】 【砂利採取　約16.9万m3】

H16.1 H16.4 H16.5 H16.6 H16.7 H16.8 H16.9 H16.10H16.11H16.12 H17.1 H17.2 H17.3 H17.4 H17.5 H17.6 H17.7 H17.8 H17.9 H17.10H17.11H17.12 H18.1 H18.2 H18.3 H18.4

(1,149m 3 /s)(1,426m 3 /s)

(2,096m 3 /s)
(1,550m 3 /s)(1,811m

3 /s)
(1,047m 3 /s)

H16.3H16.2

警戒水位(手越)　T.P.18.04m
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0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

波
高
(m
)

有義波高波　高

67
.5万
m
3

-18
.3万
m
3

21
.8万
m
3

-81
.8万
m
3

-27
.3万
m
3

25
.5万
m
3

-42
.7万
m
3

-100
-80
-60
-40
-20
0
20
40
60
80
100

H16.1 H16.2 H16.3 H16.4 H16.5 H16.6 H16.7 H16.8 H16.9 H16.10H16.11H16.12 H17.1 H17.2 H17.3 H17.4 H17.5 H17.6 H17.7 H17.8 H17.9 H17.10H17.11H17.12 H18.1 H18.2 H18.3 H18.4
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)
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河口-6k

累計

土砂収支

※LP測量データより推定
※H16.8.13測量を基準

0.1
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※深浅測量成果より
※H16.8.14測量を基準

水　位
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土砂収支(河道)

土砂収支(河口テラス)

(2) 土砂収支の経年変化

自然変動と河道掘削により約60万m3減少

久能沖波浪観測所

河道掘削合計-40万m3であることから自然変動約 -20万m3



50

【砂利採取　約22.7万m3】 【砂利採取　約16.9万m3】
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※深浅測量成果より
※H16.8.14測量を基準

水　位

(2) 土砂収支の経年変化

出水により河口テラスに堆砂

波高

水位

土砂収支(河道)

土砂収支(河口テラス)

久能沖波浪観測所

出水なしと波浪により減少
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砂利採取　15.5万m3 砂利採取　11.2万m3

砂利採取　7.1万m3 砂利採取　5.6万m3

(3) 区間毎の土砂収支

２年間で評価すると土量減少傾向土量減少傾向

２年間で評価すると概ね安定傾向概ね安定傾向

12k～17k

6k～12k

河口～6k

17k～22k

２年間で評価すると土量減少傾向土量減少傾向

２年間で評価すると概ね安定傾向（動的平衡）概ね安定傾向（動的平衡）

※自然変動は堆積傾向
（変動量(-18万m3)＝掘削量(-27万m3)＋自然変動量(+9万m3)）

※自然変動は流出傾向
（変動量(-32万m3)＝掘削量(-13万m3)＋自然変動量(-19万m3)）

※LP測量データより推定
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(4)安定していた上流区間(17k～22k)の河床状況
H16.8 H17.1 H17.8

この区間では、顕著な土量の変化
は見られないが、砂州は動いている。

掘削区間より上流
部では 動的平衡

砂州移動 砂州移動

砂州移動 砂州移動

砂州移動 砂州移動
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最深河床高 平成17年1月

最深河床高 平成17年8月

最深河床高 平成17年9月

最深河床高 平成18年4月
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最深河床変動高 平成17年1月 最深河床変動高 平成17年8月

最深河床変動高 平成17年9月 最深河床変動高 平成18年4月

河川工事

2005.1

※平成16年8月を基準とする河川工事 河道掘削

④局所的な河床変化への影響

・河道掘削の影響による特異な局所洗掘は発生していない

最深河床高縦断図最深河床高縦断図

最深河床変動高最深河床変動高

・橋脚下流での特異な河床変動は認められない
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⑤海岸への影響

（１） 最近の養浜実績とその効果

（２） 河道掘削による海岸への影響
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（１） 最近の養浜実績とその効果
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【三保地先】

•Ｈ16.2,3：0.5万m3
•Ｈ17.3 ：0.6万m3

• 計 1.1万m3

【折戸地先】

•Ｈ16.2,3：1.5万m3
•Ｈ17.2,3：1.3万m3
• 計 2.8万m3

【駒越地先】

•Ｈ16.2,3 ：2.2万m3

•Ｈ17.1～3 ：2.4万m3

•H17.12～H18.3：3.8万m3
• 計 8.4万m3

【増地先】

•Ｈ16.2,3：2.1万m3
•Ｈ17.3 ：0.7万m3

•H18.2.3：1.2万m3
• 計 4.0万m3

清水海岸の浜幅が狭い越波
危険箇所に、侵食量相当分の
土砂を配分して投入している。

■最近の養浜実績
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養浜を投入してい
るヘッドランド区間
では、侵食の進行
(海浜土量の減少)が
抑制されている。

ヘッドランド区間
岸側の土量変化

ヘッドランド区間
沖側の土量変化

：養浜投入箇所

■養浜の効果
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•平成16年１月

•平成18年１月

•平成15年1月
■海岸線の変遷
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（２） 河道掘削による海岸への影響
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砂浜の回復域

が延伸

侵食域の進行

が抑制

▲：海岸線前進

▼：海岸線後退

・海岸保全施設の概成

・継続的な養浜の実施

安倍川流出土砂の回復

静岡海岸清水海岸

約250m/年約270m/年

1983年(S58)を基準とした
2006年(H18)までの経年変化

■静岡・清水海岸の海岸線の変化
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••平成平成1515年年11月撮影月撮影

••平成平成1818年年22月撮影月撮影

••砂浜は西側砂浜は西側((安倍川方向安倍川方向))よりより
順調に回復順調に回復

••清水海岸付近まで回復清水海岸付近まで回復

静岡海岸⇔清水海岸静岡海岸⇔清水海岸

750750ｍｍ

■砂浜の回復状況
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４．河道掘削における環境への配慮

◆環境への配慮
・河道掘削(H16～H17)において実施した、工事中の濁り
の発生や生物等に対する配慮事項
みお筋（流水部）での掘削
鮎の産卵期、遡上期での掘削

170 18
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アユの遡上調査結果アユの遡上調査結果 (H17(H17～～H18)H18)

H17H17 H18H18
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◆把握された事項
小規模の洪水では、
・２年間において、20万m3/年の掘削を行ったことによる河道・海
岸への悪影響は見られなかった。

・掘削の効果としては、みお筋の誘導、土砂移動の促進を見ること
ができた。

・河道内の異常堆積や局所洗掘は認められない。
・静岡海岸では、浜が東側に向かって年250m回復している。
・清水海岸では、ヘッドランドと養浜により汀線が維持されている。

◆残された課題
・大出水時の河床変動が不明（大出水を経験していない）
・長期的な変動傾向が不明

◎モニタリングを継続し、大出水での影響を把握する。

◎大出水での挙動を把握するまでは、掘削方法を大きく変更しない
（当初計画の枠内とする）。

５．モニタリング結果のまとめ
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６． 今後当面の河道掘削方針(H18～)
□河道中央付近を掘削
・河道中央の掘削は、みお筋の誘導、みお筋の拡大等の作用が認められる
・掘削断面は、河道中央付近を幅約50m、計画河床高に対して0.5m程度の余
裕を取って実施することを標準とする

・偏流に対する対策としての効果を期待する

□掘削規模について
・掘削箇所は、河口～17k区間および藁科川合流点付近 (約25万m3/年程度)
・モニタリング調査により河道・海岸への影響を把握

□掘削土の利用
・掘削土の優先順位は、①治水対策、②養浜、③骨材資源に活用することと
し、別途関係者が調整を図ること。

□施工時期、施工箇所等は引き続き環境に配慮して設定
・専門家の指導を仰ぐなど環境に配慮して実施
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掘削位置図（H18年度以降）

H16、H17掘削箇所

H18以降掘削予定箇所
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12k 14k
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18k
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22k
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７. モニタリングについて

・掘削により環境が変
化しないか

・橋脚や護岸等が局所
洗掘の影響を受けな
いか

・河岸侵食等が発生し
ないか

・みお筋が掘削箇所へ
誘導されるか

・掘削箇所のみお筋が
維持されるか

・河口～沿岸への土砂
供給が変化しないか

懸念事項

出水期前

出水後

橋脚など出水期前点検に
よる目視および
定点撮影

局所洗掘等による構造物
への影響の確認

生物の生息状況等に応
じて実施

河口～22.0k魚類、鳥類等の
状況
瀬淵の状況など

環境への影響の把握

掘削後の

洪水時

掘削箇所付
近

空撮

陸上撮影

洪水中の主流位置(偏流の
状況)の確認

出水期前後 2回

(4～5月、11～12月)
大規模出水後
※調査は定期的に実施する
※実施時期は、海岸の調査
との整合を考慮する

河口～22.0k

河口テラス

静岡・清水
海岸

ﾚｰｻﾞｰﾌﾟﾛﾌｧｲﾗｰ

深浅測量

河床材料

底質材料(河口テ
ラス)

河道掘削による土砂動態
変化(トレンド)の把握

◇みお筋の残存状況

◇河口→沿岸への土砂移
動状況

時期場所方法目的

土砂動態変化土砂動態変化
洪水時の偏流等の状況洪水時の偏流等の状況
環境への影響環境への影響

を把握するためモニタリングを継続を把握するためモニタリングを継続
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８．長期的・総合的な土砂管理へ向けて

１） 今後の河道掘削については、源流から三保半島ま
での流砂系全体の総合的な土砂管理計画の中で位
置づける必要がある。

２） 砂防、河川および海岸の各領域で、流砂系の健全
化へ向けた共通の目標を設定する必要がある。

３）総合土砂管理計画策定に向けて、別途委員会を設
置していく


